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講
演

M・12月00日・産業用太陽光発電・15段・1割・1校 企画制作グループ・吽野　　　（株）エナジー・

　

太
陽
光
発
電
は
10
～
15
年
後
に

は
、
お
そ
ら
く
一
番
安
い
電
力
に

な
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

の
試
算
で
は
、
２
０
３
０
年
に
は

７
円
ま
で
下
が
る
。
安
全
・
安
心

や
環
境
の
改
善
効
果
な
ど
を
含
め

て
、
様
々
な
価
値
を
生
み
出
せ
よ

う
。

　

現
時
点
の
国
内
認
定
量
は
８
２

０
０
万
㌔
㍗
。
導
入
予
測
で
は
20

年
で
６
０
０
０
万
㌔
㍗
、
30
年
で

１
億
㌔
㍗
程
度
と
さ
れ
る
。
電
力

の
ピ
ー
ク
需
要
は
１
億
５
０
０
０

万
㌔
㍗
で
あ
り
、
瞬
間
的
に
は
昼

間
需
要
の
大
半
を
賄
え
る
計
算

だ
。

　

技
術
面
で
は
、
実
発
電
量
が
高

い
Ｃ
Ｉ
Ｓ
電
池
や
高
効
率
化
で
気

を
は
く
日
本
企
業
も
あ
る
一
方
、

結
晶
シ
リ
コ
ン
電
池
は
、
中
国
製

対
そ
れ
以
外
と
い
う
構
図
。
数
年

前
は
輸
出
が
半
分
以
上
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
輸
出
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

で
、
半
分
近
く
を
輸
入
し
て
い

る
。
発
電
効
率
の
高
い
赤
道
付
近

の
地
域
な
ど
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

再
び
取
り
に
行
く
こ
と
が
一
つ
の

方
向
性
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

産
総
研
で
は
、
晴
れ
た
地
点
に

優
先
的
に
仕
事
を
振
り
分
け
曇
っ

た
と
こ
ろ
は
休
ま
せ
る
「
晴
耕
雨

読
型
分
散
サ
ー
バ
ー
」
技
術
を
開

発
。
出
て
き
た
情
報
を
合
算
し
て

結
果
を
出
す
仕
組
み
で
、
送
電
線

や
蓄
電
池
不
要
の
シ
ス
テ
ム
だ
。

ビ
ル
の
壁
面
に
パ
ネ
ル
を
張
り
、

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄
う
仕
組

み
も
考
案
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
太
陽
光
発
電
は
厳
し
い

時
代
。
し
か
し
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を

生
み
出
す
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

逆境越える新発想を

産
業
技
術
総
合
研
究
所 

福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

上
席
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

道
雄 

氏

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
太
陽
光

発
電
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
？

福
岡
会
場

福
岡
会
場

　

大
気
圏
に
届
く
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
、
地
球
環
境
か
ら
再
び
宇

宙
環
境
へ
放
射
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
総
計
と
が
等
し
け
れ
ば
、
気
温

は
不
変
。
人
工
的
な
熱
発
生
な
ど

に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
起
こ

っ
た
異
変
が
、
地
球
温
暖
化
だ
。

今
年
末
、
パ
リ
で
「
国
連
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
１
）
」
が
開
催
。
温
暖
化

対
策
に
対
す
る
関
心
が
再
び
高
ま

り
つ
つ
あ
る
。
太
陽
光
発
電
は
、

温
暖
化
対
策
を
考
え
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
代
表
格
と
し
て
注
目
を
集
め

よ
う
。

　

日
本
の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占

め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

は
わ
ず
か
４
・
１
％
。
一
方
で
急

速
に
拡
大
し
た
太
陽
光
発
電
は
、

２
０
１
４
年
単
年
の
稼
働
設
備
規

模
（
㌔
㍗
）
で
は
、
中
国
に
次
ぐ

世
界
２
位
に
つ
け
る
。

　

政
府
が
進
め
る
地
方
創
生
に
お

い
て
、
太
陽
光
を
含
め
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
地
産
地
消
」

で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
重
要

な
選
択
肢
。
地
域
の
特
性
も
生
か

せ
る
。

　

地
域
特
性
に
合
っ
た
ほ
か
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
蓄
電
池
や

電
気
自
動
車
、
あ
る
い
は
ビ
ル
や

工
場
、
住
宅
の
シ
ス
テ
ム
と
組
み

合
わ
せ
て
、
互
い
の
変
動
を
均
し

て
自
律
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
構
築
が
大
切
だ
。

　

太
陽
光
発
電
の
関
連
産
業
は
、

各
種
素
材
・
機
器
の
製
造
か
ら
、

建
設
、
運
転
、
Ｏ
＆
Ｍ
ま
で
幅
広

く
、
地
域
に
産
業
網
を
形
成
。
さ

ら
に
、
地
元
企
業
な
ど
を
ベ
ー
ス

に
し
た
新
規
電
力
事
業
者
を
生
む

な
ど
、
地
域
に
根
差
す
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
形
成
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。

脱温暖化、地産地消エネ目指し

東
京
工
業
大
学 

先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川　

浩
助 

氏

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
：
真
の

価
値・太
陽
光
発
電
価
値
連
鎖

大
阪
会
場

大
阪
会
場

　

７
月
に
決
定
し
た
２
０
３
０
年

度
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通

し
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
比
率
を

総
発
電
電
力
量
の
７
％
、
容
量
で

６
４
０
０
万
㌔
㍗
に
す
る
と
し

た
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
協
会
が

試
算
し
た
太
陽
光
発
電
の
市
場
規

模
は
、
13
年
で
２
兆
５
０
０
０
億

円
。
直
接
雇
用
９
万
人
、
周
辺
産

業
を
含
め
る
と
21
万
人
。

　

一
方
、
現
状
の
再
エ
ネ
比
率
は

12
・
２
％
。
先
行
す
る
ド
イ
ツ
や

ス
ペ
イ
ン
は
日
本
の
２
～
３
倍
近

い
。
こ
う
し
た
国
々
に
追
い
つ
く

た
め
に
は
、
系
統
制
約
へ
の
対

応
、
広
域
的
な
系
統
利
用
が
必
要

で
周
波
数
の
異
な
る
東
西
で
の
系

統
増
強
も
課
題
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
出
力
制
御
の
た
め
蓄
電
池
な

ど
を
導
入
す
る
補
助
を
、
系
統
に

つ
い
て
は
周
波
数
変
換
所
を
、
20

年
を
目
標
に
現
状
の
75
％
増
の
２

１
０
万
㌔
㍗
に
す
る
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

　

再
エ
ネ
発
電
は
、
長
期
安
定
的

に
供
給
す
る
こ
と
で
、
社
会
シ
ス

テ
ム
を
支
え
る
基
盤
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
リ
ー
と
い
わ
れ
る
太
陽
光

発
電
で
も
、
買
い
取
り
期
間
終
了

後
も
数
十
年
、
ひ
い
て
は
１
０
０

年
に
わ
た
り
発
電
す
る
長
期
運
用

が
必
要
で
、
Ｏ
＆
Ｍ
の
重
要
度
は

増
し
て
い
る
。

　

未
運
開
案
件
絡
み
で
は
価
格
決

定
に
関
し
て
、
一
定
比
率
で
毎
年

価
格
を
下
げ
る
方
式
、
導
入
量
に

応
じ
て
価
格
低
減
率
を
変
え
る
方

式
、
入
札
制
な
ど
を
検
討
。
維
持

管
理
に
関
し
て
は
認
定
後
の
遵
守

事
項
と
し
て
、
適
切
な
点
検
保

守
、
発
電
量
の
的
確
な
計
測
と
定

期
的
な
報
告
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
違
反
し
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
認
定
の
取
り
消
し
ま
で
踏
み

込
ん
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

O&M、長期インフラの視点で

近
畿
経
済
産
業
局 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

忠
司 

氏

太
陽
光
発
電
の
政
策
の

現
状
と
課
題

大
阪
会
場

大
阪
会
場

基
調
講
演

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
福
岡
・
大
阪
会
場
）

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
い
て
10
㌔
㍗
以
上

の
太
陽
光
発
電
で
は
、
今
年
７
月

以
降
の
買
取
単
価
は
27
円
プ
ラ
ス

税
。
３
月
末
時
点
で
、
新
た
に
運

転
を
開
始
し
た
設
備
が
、
全
国
で

約
１
８
７
５
万
㌔
㍗
と
な
り
、
制

度
開
始
前
と
比
べ
て
約
90
％
増
え

た
。

　

９
月
に
開
催
し
た
制
度
改
革
小

委
員
会
で
は
、
太
陽
光
発
電
に
つ

い
て
、
認
定
時
期
を
系
統
接
続
の

契
約
締
結
後
に
移
行
す
る
こ
と
、

調
達
価
格
の
決
定
時
期
を
運
転
開

始
時
に
す
る
こ
と
な
ど
を
議
論
。

年
内
に
方
向
性
を
示
す
予
定
。

　

電
力
会
社
ご
と
の
接
続
可
能
量

を
み
る
と
、
東
京
電
力
、
中
部
電

力
、
関
西
電
力
は
ま
だ
余
裕
が
あ

る
も
の
の
、
九
州
電
力
は
ひ
っ
迫

し
て
い
る
。
九
州
電
力
の
接
続
可

能
量
は
、
太
陽
光
で
８
１
７
万
㌔

㍗
だ
が
、
４
月
末
の
接
続
済
量
は

４
８
９
万
㌔
㍗
に
の
ぼ
り
、
接
続

契
約
申
込
量
を
足
す
と
１
３
２
６

万
㌔
㍗
と
な
り
超
過
す
る
。

　

来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
は

省
エ
ネ
を
推
進
す
る
た
め
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
等
事
業
者

支
援
補
助
金
」
が
目
玉
。
今
年
度

４
１
０
億
円
の
３
倍
強
を
要
求
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
推
進
す
る
た
め
の
「
地
産
地

消
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
的

利
用
等
推
進
事
業
費
補
助
金
」
で

80
億
円
を
要
求
し
て
い
る
。

　

九
州
で
は
、
５
月
末
時
点
で
稼

働
中
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
７
０
０

カ
所
、
合
計
出
力
１
４
８
万
㌔

㍗
。
全
国
の
25
％
を
占
め
る
。
小

型
無
人
機
ド
ロ
ー
ン
を
Ｏ
＆
Ｍ
に

使
う
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
Ｏ
＆
Ｍ

技
術
の
標
準
化
、
太
陽
光
発
電
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど

に
、
事
業
者
ら
が
取
り
組
ん
で
い

る
。

認定時期、価格見直し進める

経
済
産
業
省　

九
州
経
済
産
業
局　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部　

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
木　

健
一
郎 

氏

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

福
岡
会
場

福
岡
会
場

　

当
社
は
１
９
７
０
年
設
立
。

主
に
駅
の
自
動
改
札
シ
ス
テ

ム
、
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
、
金

融
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
、
24
時
間
３

６
５
日
安
定
稼
働
が
求
め
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
の
保
守
サ
ー
ビ
ス

を
主
力
事
業
と
し
て
い
る
。
太

陽
光
発
電
で
は
、
１
４
０
０
を

超
え
る
発
電
所
に
対
し
て
Ｏ
＆

Ｍ
サ
ー
ビ
ス
提
供
。
Ｅ
Ｐ
Ｃ

（
設
計
・
調
達
・
施
工
）
事
業

や
発
電
事
業
も
手
掛
け
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
い
て
発
電
事
業

の
第
一
命
題
は
、
20
年
間
収
益

を
あ
げ
る
こ
と
。
投
資
対
効
果

を
最
大
に
す
る
た
め
は
安
定
稼

働
が
条
件
で
、
発
電
量
の
最
大

化
と
ロ
ス
の
最
小
化
こ
の
２
つ

尽
き
る
。

　

当
社
の
サ
ー
ビ
ス
「
ソ
ラ
モ

ニ
」
で
は
３
つ
み
る
し
っ
か
り

見
守
る
。
遠
隔
監
視
シ
テ
ム
で

上
が
る
ア
ラ
ー
ト
（
警
報
）
を

「
見
る
」
、
分
析
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
使
っ
て
発
電
状
態
を
分
析

す
る
「
観
る
」
、
総
合
的
に
条

件
を
判
断
す
る
「
診
る
（
診

断
）
」
だ
。

　

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
ア
ラ
ー
ト
監
視
や
単
純
な
ウ

ェ
ブ
監
視
で
判
別
き
る
ロ
ス
は

氷
山
の
一
角
で
、
潜
在
的
な
ロ

ス
が
70
％
も
あ
る
。
そ
の
70
％

を
早
期
に
見
つ
け
出
す
こ
と
、

資
格
要
件
を
満
た
し
た
技
術
員

が
ト
ラ
ブ
ル
の
現
場
に
迅
速
に

駆
け
つ
け
る
こ
と
、
予
防
保
全

と
し
て
発
電
所
の
特
徴
を
考
慮

し
た
点
検
を
す
る
こ
と
も
大
切

だ
。

　

浜
松
市
に
設
け
た
実
験
サ
イ

ト
で
は
、
実
験
的
に
異
常
を
発

生
さ
せ
て
、
挙
動
デ
ー
タ
を
収

集
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
、
異
常
を
検
出
す

る
力
（
見
守
る
力
）
を
積
極
的

に
進
化
さ
せ
て
い
る
。

信
頼
で
き
る「
Ｏ
＆
Ｍ
」が
20
年
間
の
収
益
と
資
産
価
値
を
高
め
る
！

オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ　

環
境
事
業
本
部　

環
境
サ
ー
ビ
ス
部　

部
長   

今
井　

照
泰 

氏

３
つ
の「
み
る
」で
20
年
間
見
守
り

　

当
社
は
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
の

国
内
販
売
会
社
。
１
９
９
８
年

に
提
唱
し
た
、
環
境
保
全
活
動

を
通
じ
て
利
益
を
創
出
し
、
経

営
と
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に

環
境
保
全
を
進
め
る
「
環
境
経

営
」
に
取
り
組
む
。
ス
マ
ー
ト

＆
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
３
年
ほ

ど
前
に
立
ち
上
げ
、
今
年
４
月

に
事
業
部
化
し
た
。
現
在
、
太

陽
光
発
電
Ｏ
＆
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を

８
０
カ
所
の
発
電
所
で
６
万
４

０
０
０
㌔
㍗
の
規
模
で
提
要
開

始
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
を
運
用
す
る
た

め
に
は
、
次
の
３
つ
を
念
頭
に

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

つ
目
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー

の
幻
想
を
捨
て
る
こ
と
。
二
つ

目
は
壊
れ
な
い
け
ど
も
、
止
ま

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。
例

え
ば
落
雷
な
ど
で
Ｐ
Ｃ
Ｓ
が
止

ま
る
と
、
太
陽
電
池
が
発
電
し

て
も
売
電
は
止
ま
る
。
そ
し
て

最
後
に
、
最
適
発
電
し
て
い
る

の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

当
社
の
Ｏ
＆
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

は
、
コ
ピ
ー
機
や
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
サ
ー
ビ
ス
で
築
い
た
イ

ン
フ
ラ
を
駆
使
。
遠
隔
監
視
を

行
う
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
発

電
所
へ
の
駆
け
つ
け
を
行
う
オ

ン
サ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
構
成
さ

れ
る
。
監
視
サ
ー
ビ
ス
は
膨
大

な
ア
ラ
ー
ト
か
ら
、
故
障
に
つ

な
が
る
異
常
を
洗
い
出
し
、
必

要
に
応
じ
て
現
場
の
近
く
の
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
駆
け

つ
け
の
指
示
を
出
す
。
現
場
近

く
の
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
は
現
場

で
異
常
を
確
認
。
平
均
で
１
発

電
所
に
つ
き
年
間
２
回
強
、
現

地
に
駆
け
付
け
て
い
る
。

　

当
社
は
Ｅ
Ｐ
Ｃ
と
共
に
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
継
続
し
続
け
る
。

太
陽
光
発
電
Ｏ
＆
Ｍ
の
必
要
性
「
リ
コ
ー
、
異
業
種
か
ら
の
参
入
」

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン　

ス
マ
ー
ト
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部　

理
事　

事
業
部
長   

染
川
　
聡
一
郎 

氏

コ
ピ
ー
機
で
築
い
た
イ
ン
フ
ラ
駆
使

　

当
社
は
２
０
１
０
年
２
月
に

設
立
。
主
力
事
業
で
あ
る
遠
隔

監
視
サ
ー
ビ
ス
「
ソ
ー
ラ
ー
モ

ニ
タ
ー
」
は
、
低
圧
・
高
圧
発

電
所
を
合
わ
せ
て
全
国
２
１
０

０
カ
所
、
合
計
21
万
㌔
㍗
の
太

陽
光
発
電
所
で
使
わ
れ
て
い

る
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
特
徴
は
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
利
用
し
た
発
電
監

視
。
例
え
ば
同
じ
環
境
下
で
、

ほ
か
の
発
電
所
よ
り
発
電
量
が

大
き
く
低
下
し
た
場
合
は
ア
ラ

ー
ト
を
鳴
ら
す
。
日
射
量
か
ら

想
定
し
た
発
電
量
と
比
較
し
た

ア
ラ
ー
ト
メ
ー
ル
も
送
信
し
て

い
る
。
ま
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
経

年
劣
化
も
監
視
内
容
に
組
み
入

れ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
で
ト
ラ
ブ
ル
、

故
障
の
原
因
は
、
大
き
く
分
け

て
４
つ
。
自
然
災
害
、
太
陽
光

発
電
所
の
設
計
・
施
工
ミ
ス
、

機
器
故
障
、
盗
難
だ
。
ア
ラ
ー

ト
を
手
が
か
り
に
発
見
し
た
ト

ラ
ブ
ル
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の
盗

難
や
、
配
線
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ

ナ
ス
を
反
対
に
つ
な
い
で
い
る

事
例
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

土
日
に
休
業
す
る
周
辺
の
工
場

に
合
わ
せ
て
電
力
抑
制
を
し
て

い
た
ケ
ー
ス
も
発
見
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
主
力
事
業
が
、

「
ソ
ー
ラ
ー
Ｏ
＆
Ｍ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
」
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

を
用
い
て
、
設
備
の
情
報
を
登

録
、
管
理
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

予
め
20
年
間
の
定
期
検
査
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
お
く
。

故
障
が
起
こ
っ
た
場
合
、
過
去

の
故
障
履
歴
を
見
る
こ
と
で
迅

速
に
対
応
。
設
備
の
資
産
価
値

を
証
明
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
と

考
え
て
い
る
。

監
視
サ
ー
ビ
ス
か
ら
見
た
発
電
不
具
合
事
例
と
資
産
価
値
を
証
明
す
る
Ｏ
＆
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

エ
ナ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

代
表
取
締
役   

森
上　

寿
生 

氏

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
早
期
発
見

　

当
社
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
オ

ム
ロ
ン
の
合
弁
会
社
。
太
陽
光

発
電
を
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
「
エ
コ
め
が
ね
」
に
代
表
さ

れ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
、
様
々

な
事
情
で
着
工
が
進
ま
な
い
案

件
を
推
進
支
援
す
る
「
ご
縁
ソ

ー
ラ
ー
」
に
よ
る
発
電
事
業
が

事
業
の
二
本
柱
だ
。

　

「
エ
コ
め
が
ね
」
は
、
現

在
、
全
国
３
万
カ
所
、
合
計
６

８
万
㌔
㍗
の
設
備
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
中
。
実
際
の
発
電
量
が
適

正
か
ど
う
か
を
見
守
る
と
共

に
、
異
常
発
生
時
に
は
い
ち
早

く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
可

能
。
さ
ら
に
、
販
売
店
に
も
発

電
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効

率
化
が
図
れ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
随
時
更
新
可
能
。

　

雷
の
多
い
夏
場
は
、
設
置
台

数
の
４
～
５
％
で
発
電
停
止
を

検
知
し
た
。
そ
の
中
に
は
落
雷

に
よ
る
ブ
レ
ー
カ
切
断
、
高
温

に
よ
る
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
停
止
な
ど
、
現
場
で
の
対

処
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

低
圧
発
電
所
の
数
は
多
い
た

め
、
施
工
会
社
に
は
設
置
後
も

多
く
の
設
備
を
一
元
的
に
管
理

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
10

月
か
ら
は
パ
ワ
コ
ン
を
通
信
線

で
つ
な
い
で
、
異
常
情
報
を

「
エ
コ
め
が
ね
」
に
取
り
込
ん

で
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。

　

全
国
の
太
陽
光
発
電
設
備
で

監
視
装
置
が
つ
い
て
い
る
の

は
、
全
体
の
20
％
程
度
。
Ｏ
＆

Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
普
及
さ
せ
、
発

電
ロ
ス
の
削
減
に
貢
献
し
て
い

く
。

〝
エ
コ
め
が
ね
”で
簡
単
に
Ｏ
＆
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ス
マ
イ
ル
エ
ナ
ジ
ー　

代
表
取
締
役
社
長   

谷
口　

裕
昭 

氏

販
売
店
、
顧
客
の
手
間
省
く

新たなフェーズに移行する
産業用太陽光発電
～安定的長期運用のために～（福岡・大阪会場）

O&M が変える
ソーラービジネスを

協賛：

企画・制作=
日本経済新聞社
クロスメディア営業局

　固定価格買い取り制度（ＦＩＴ）で
はの見直しなど、市場に変化の兆
しが見られる太陽光発電システム。
急成長を遂げた市場は、発電量の
ロスや安全面の対策、２０年間発電
を保つための機器の性能、保守管

理や監視などＯ＆Ｍサービスの重要
性も高まっている。福岡市と大阪
市で開催した本フォーラムでは最新
の業界の動向について専門家が分
かりやすくポイントを解説。聴衆が
熱心に聞き入った。—保守・管理─


